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令和６年３月 25 日発行  

行く手輝け うるわしく                     校長 須藤 泰司 
暖冬と思っていたこの冬は、桜のつぼみをすぼませるように、3 月になってとても寒い日が続 

きました。3 年生の卒業式は辺り一面真っ白。別れを惜しむ名残雪となりました。終業式を目前
としている今、インフルエンザが猛威を振るい 2 学年閉鎖となってしまいました。健康管理は、
依然と油断ができません。赤坂山に満開となる桜を夢見ながら、それぞれ進級・新年度に向けて
の準備をしていく時です。 
78 名の卒業生が第三中学校を巣立ちました。第 76 回卒業証書授与式では、卒業生たちはみな 

立派な態度で証書を受け取りました。そして、最後の卒業合唱はマスクを外して、大きな声で素
晴らしい合唱を披露してくれました。卒業式としても完全復活となる、大感動の式となりまし
た。感染症に罹患し、式辞を聞けなかった生徒に向け、また会場にお招きできなかった地域の皆
様への紹介を兼ね、式辞を抜粋して掲載いたします。どうぞ、地域の皆様も一緒に卒業をお祝い
いただくとともに、78 名の若者たちを今後ともご支援いただきますよう、よろしくお願いいた
します。  
＜第 76 回卒業証書授与式 校長式辞 ～抜粋～＞  
義務教育修了の卒業証書を手にした卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さん

は、新型コロナウ 
イルス感染症のいろんな制限からようやく解放されました。いよいよ、自由にのびのびと生徒た
ちが主役の学校づくりに邁進する時となりました。令和五年度・鳴海会のスローガンを「挑み、
歩み、笑う。～友と共に～」と掲げ、一人一人の自立と仲間との共生を働きかけてきました。し
かし、生徒同士の対面や一堂に集まって集会や行事を運営することを未経験のまま、最上級生に
なった君たち。何をどうしてよいかわからず、戸惑い手探りで進めた苦労は計り知れなかったこ
とでしょう。君たちはもがきながらも一歩ずつ前へ前へと足を進め、ついには大感動の体育祭を
成功させました。勝ちにこだわり、火花を散らした両軍が、フィナーレでは一緒に笑顔で踊って
いる姿に、挑み、歩み、笑うというスローガンの具現された姿を見ました。たくましい鳴海会を
復活させてくれたことに心から感謝をします。 
今、ここ第三中学校を巣立つ皆さんに「言葉」について話します。最後の全校朝会で「生きる」

という谷川俊 
太郎さんの詩を読みました。「生きているということ 今、生きているということ」谷川さんの
詩の「言葉」の力強い繰り返しに、細やかな描写に、私たちは人生の意味について深く考えさせ
られます。私が、各学級に掲示してもらっていた「こんな人に私はなりたい」のシリーズを読ん
でくれていましたか。君たちと同じ思春期にいる中高生の様々な感じ方考え方に触れてほしい
と、始めたものです。その中で、「言葉」についてのいろいろな考えがありました。ある人は「言
葉は宝物」、言葉はお互いを分かり合う素晴らしい道具だと言い、ある人は、「辛いときに仲間に
かけてもらった言葉で不思議な力が出てきた」と言います。しかし、ある人は「言葉は人の心を
深く傷つける」と言い、ある人は「言葉に気をつけなさい。それはいつか行動になるから」と、
マザーテレサの言葉を引用し、「否定的な言葉を使っていると、行動も否定的なものになる」と、
言葉が力を持つが故に、十分な注意をせよと警鐘を鳴らしました。思春期の感性に「雷声を聴
く」思いです。日本には古くから「言霊」という言葉があります。言葉には魂が宿る。皆さんは
否定的ではない肯定的な言葉を使い、人を傷つけるのではなく、自分を自在に表現し、たくさん
の人とかかわって、人を労い、楽しく仲良く明るく、豊かな人生を歩んでいってほしいと願いま
す。 
卒業して、君たちに共通する心のよりどころは、やはり「三中魂」という合言葉ですね。君た

ち一人一人に、それ 
が宿っている。「協力」「忍耐」「挑戦」を大切にしていってください。これから、自分たちの人
生を切り開き挑戦する若者たちに、寺山修司さんの次の言葉を送ります。「振り向くな、振り向
くな、後ろには夢がない」。長き、遠き、高き先をにらみつけて、ゆっくりでいい、一歩一歩自
分の夢に向かって進んでいくことを願っています。 



  



 
 

役 職 氏 名 年数 転出先等 

ＦＲ１担任 加藤  ３年 退職 

教務主任 前澤  ２年 退職 

３学年主任 朝賀  ３年 柏崎市立第五中学校 

３年２組担任 佐藤  ５年 十日町市立中里中学校 

教頭職として 

育児休業中 冨樫 ７年 胎内市立乙中学校 

１年１組担任 加藤  ３年 小千谷市立南中学校 

３学年副任 大平  ２年 新潟産業大学附属高校 

 

氏 名 生徒・保護者・地域の皆さまへ 

加藤  合唱祭に真剣に取り組み、成長していく生徒の姿を見るのが楽しみでした。「窓に花あり和に開く」三

中がこれからも輝いていくことを願っています。3 年間お世話になりました。ありがとうございました。 

前澤  二回の三中勤務は合計７年。最も長くお世話になった学校です。自分自身の衰えと向き合う毎日でした

が、やさしく、たくましい三中生から元気と勇気をもらって、ここまでやってこられました。教員人生

の終わりが三中であることをうれしく思います。ありがとうございました。 

朝賀  中学生は体も心も大きく成長する時期です。そばでその成長を見られて、楽しく有意義な時間を過ごす

ことができました。少しでもお役に立てていたらうれしいです。これからも三中生の活躍を応援してい

ます。３年間ありがとうございました。 

佐藤  三中魂『挑戦・忍耐・協力』の言葉の通り、様々なことに挑戦し、苦しいことにも耐え、仲間と協力す

る大きく成長する三中生を側でサポートすることができとても幸せでした。これからも三中生の活躍を

期待しています。５年間本当にありがとうございました。 

冨樫 長い間、大変お世話になりました。「三中魂」を胸に、何事にも挑戦し、努力する生徒の皆さんの姿が

今でも印象に残っています。また、温かく見守ってくださった保護者、地域の皆様にも感謝いたします。

ありがとうございます。 

加藤  3 年間お世話になりました。全ての活動に全力で取り組む三中生の姿に、とても感動した 3 年間でした。

ご協力いただいた保護者、地域の皆さま、本当にありがとうございました。 

大平  様々な場面で三中生から温かい支援をもらいました。三中魂で培った「おもいやりと優しさ」を私も肝

に銘じて余生を過ごします。 私の人生の最終目標 【 Heart of Gold 】の中心項目です。万感を込め

て感謝申し上げます。 

 

 新潟県児童生徒絵画・版画コンクール  

  特選：歌代  畠山  金賞：阿部  山浦  池田  

＜これからの予定＞ 

月 日 予定 月 日 予定 
４月 ５日(金) 
   ８日(月) 
   ９日(火) 
  １０日(水)  

学級発表(11:20～) 
新任式・始業式・入学式 
学校生活ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
５限授業（～12金） 
身体測定、生徒会入会式 
１年生部活見学開始 

４月１７日(水) 
  １８日(木) 
  ２３日(火) 
  ２４日(水) 
  ２５日(木) 
  ２６日(金) 

PTA役員全体会・運営委員会 
全国学力調査 
全校朝会（任命式）４限授業 
１年生部活動正式入部 
鳴海会 
授業参観・PTA総会・部活動保護者会 

  

保護者、地域の皆さま 

大変お世話になりました。 


